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学生の生活時間調査〔I〕
一一本学服飾美術科学生の居住別生活時間調査一一
An Investigation on Students Ti me Spent 
-Diffevences of Effects of Residence of Students of 
Dressmaking Arts Department of our College一
沢田祥子 北村悦子 奥田洋子
Shoko Sawada Ets叫王oKitamura Yoko Okuda 
I は じ め
今日我国の短大の学生数は 30万人もの多数にのぼるが，その中で女子学生数は 26万人，
85必も占め，毎年の進学率は特に高まっている。しかし，乙れら女子学生の生活実態につ
いてはあまり知られてい立い。社会学や家政学では生活を構造体としてとらえようとして
いるが，主婦の生活構造については家政学の方面で，主婦の生活時間，夫妻の生活時間，
あるいは母と子の生活時間調査ぽどかほり研究されているどまた，労働科学研究品、NH
Kア国民生活研究所、どの機関で、行ぼっている生活時間調査でも，主婦，サラリーマン，
あるいは年令別の調査結果は得られているが，学生のそれはまとまったものが芯い。短大
期の学生生活は特殊芯生活構造をしていると考えられるが，最近の学生生活も社会情勢や
経済変化ほどに伴ぽい，物質的にも勉学の面でも，また余暇の過ごし方でもかなり変化し
て来ていると思われる。そこで家政学の立場から学生の生活時間構造を把握することを目
的として，生活時間調査を行伝った。本研究では本学服飾美術科 L年目， 2年目学生の居
住別調査結果を報告する。
E 方
?
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調査時期および対象者は表 1に示すとおりである。
調査時期は 1年では入学後の落ち着いた時期と考えられる 5月下旬から 6月上旬を，ま
た 2年では卒業期で最も安定した時期と考えられる11月を選定した。平日は授業時間数に
よってかとZり生活時間内容が変化するので， 乙の危険性を少なくするため比較的授業の多
い2日聞を調査し，乙れを平日のサンプル総数として集計した。
調査対象者は通学中の居住状態により，自宅通学生，下宿・自炊生，寮生の三者l乙区分
したn 居住地分布を図 iIζ示す。自宅通学生は札幌市全域と小樽，江別，近隣地域lζ広く
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分布し，下宿・自炊生は短大に比較的近い地域に分布している。学寮は大学構内にある。
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表1 調査時期および対象者
学生 調 査 日 自宅通学生 下宿・自炊生
昭和48年 名 名 名 名
1 年
平日 5 月25 日（ 金水） 
6 13日） j~ 、J ト85 23 ¥ 38 15 
休日 5月27日 41 19 
平日 11月13日（火） 22】ト46 1i ¥ 23 2 年 11月15日（木） 24 
休日 11月18日 33 17 
図1 対象者の居住地分布
♂ L認可六『：！μ一
寮 生
名 名
16 ¥ 46 
30 
16 
10 
11 
1年 2年
自宅通学生・ 。
下宿・自炊生企 口
寮 生＋ x 
図2 生活時間調査表
＼ι時間 。石山． 
·~，時間 30 分圃
調査表は稲葉氏調査のも（｝）に基づき図 2
の生活時間調査表を作成した。記入万法は
前日想起法，時閥単位 5分とし，自由に行
動を記入してもらった。
＋『十.++ 
調査日昭和年月
住所
E 結果と考察
1. 一日の生活時閣の分析
氏名
日 科
年令 才
コー ス
生活時閣の分類は労働省婦人少年局占労働科学研究所，稲葉氏らの分類に基づき，学生
に適合する項目 として睡眠，生理，勉学，家事，社会的文化的，収入と した。睡眠は生理
的生活時聞に含めるのが普通であるが，睡眠時間の長さは学生生活構造の重要な要素であ
ると考えられるので独立項目とし，生理時間は睡眠を除くものとした。勉学時聞は通学，
授業，自習，学内での休憩などである。収入時間はアルバイトに関する時聞を示す。
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(1) 1年目学生の生活時間分析
1年目学生の一日の生活時間の平均値と標準偏差を表 2I乙示す。自宅通学生，下宿・自
炊生，寮生を以下A, B, Cと称する。
表2 1年の 1日の生活時間平均値と標準偏差
平 日 休 日
A自宅通学生 B下宿 ・自炊生 C 寮 生 A自宅通学生 B下宿・自炊生 c 寮 生
項 目 N ~ 85 N ~ 38 N = 45 N = 41 N = 19 N = 16 
M S. D M s.o M S .D M s .o M s.o M S.D 
時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分
睡眠 7.48乙ピ込 1.24 7.59乙,L',,1.18 7.39 1.40 9.26 1.52 9.30 1.44 8.26 1.34 
生理 2.01 .42 1.55 .38 2.10 .32 2.09 .50 2.08 .40 1.52 25 
勉学 ※、9※.53※LL-,. 2.10 8.42ムム1.59 7.48乙ピ斗 1.45 1.32 1.07 1.32 1.09 1.51 1.18 
家事 ※※.37※ LL-,. . 32 1.26 l.03 1.03 .44 ※2※ .48 2.28 l.47 1.05 l.29 l.04 
社文会化的 ※3※.26※ 乙心l.45 3.39乙ぷ込2.00 5.20乙ピ＞2.05※1※3※ 8 2.58 9.03 1.59 10.22 2.03 
収入 .15 1.09 .18 1.02 。 .06 .27 l.59 。 06 。 .06 
※ Pく 0.01 ( AB C閲F検） ムムP《0.01（平日，休日間t検）
※※※ P <.0. 005 ( II ) 
平日の睡眠は B>A>Cで 7時間台で大差はない。生理はA, B, C共lζ約 2時間であ
る。勉学は 7時聞から 9時間台でA>B>C，各 1時間位の差がある（ 0.5 担杉有意）。家事
はB>C>Aで0.5%有意の差が認められる。社会的文化的はC>B>Aで0.5必有意差で，
勉学時間と丁度逆の関係にとZっている。収入はA, Bで少しみられ， Cでは 0である。
休日では，睡眠は B>A>Cと平日と同じ闘係であるが， A, Bで約 1時間40分（ 1 % 
有意） ' cで約50分も長くほっている。生理は平日とほぼ同様である。勉学は C>B=A
で平日に比較すると大巾に減少（ 1 %有意）する。休日の勉学はすべて自学自習時間とみ
ることができる。家事はA>B>Cで 1%の有意差がある。平日より Aでは 2時間， B,
Cでは20分増加している。社会的文化的は C>B>Aで差が大である（ 0.5%有意）。長さ
はA, B, C共l乙平日の 2倍になっている。収入はAで平日よりやや増加し， B,Cでは
0となっている。図 3は1年の平日と休日の時聞をグラフに表わしたものである。
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図3 1年の生活時間の比較
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寮 生
会的文化的，収入が占めている。 平
自宅通学生
A, Bの社会的文化的は割合少
ないことが分かる。休日には睡
眠が増加する。勉学は 6時聞か
ら8時間も減少し，乙れにかわ
って社会的文化的が 8時聞から
10時聞を占めるようになる。
日 l下宿・自炊生
：［白一下宿・自炊生
寮生
24 沢田・北村・奥田：学生の生活時間調査（！）
家事は平日では Bが多いが，休日ではAが多くなる。乙の現象は自室の掃除，洗濯などを
まとめて休日に行なう者が， AI乙多くいるために生じている。 Cの社会的文化的は非常に
多いことが目立っている。
(2) 2年目学生の生活時間分析
2年目学生の一日の生活時間の平均値および標準偏差を表 3I乙示す。
表3 2年の1日の生活時間平均値と標準偏差
平 日 休 日
項目 A自宅通学生 B下宿・自炊生 C 寮生 A自宅通学生 B下宿・自炊生 C 寮 生N = 46 N = 23 N = 21 N = 33 N = 17 N = 11 
M S.D M S .D M S .D M S .D M S.D M S.D 
時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分 時間．分
睡眠 7. 34 6t.三 1.42 8.12と乙込 1.17 7.37 1.34 8.48 1.35 9.41 1.29 8.39 1.12 
生理 2.03 .42 2.05 .36 2.18 .59 2.15 .39 l.40 .35 1.57 .33 
※※※ 
勉学 10.34乙メ込2.15 7.24乙心2.22 7.33乙ピ斗2.22 2.02 1.43 2.02 1.18 1.42 1.40 
※※※ ※※※ 
家事 .28 乙心 .26 1.33 6Lミ1.04 0.48 .46 1.21 1.06 2.37 1.31 .56 .51 
社文会的
※※※ ※、
化的 3.15 乙メ斗 1.33 4.32乙ピ込2.43 5.44 乙ピミ2.10 8.26 2.51 7.26 2.51 10.46 2.11 
収入 .06 6 .38 .14 1.06 。 。1.08 3.10 34 2.15 。 。
※ P< 0.05 (AB C関F検） ム Pく 0.05（平日，休日間 t検）
※※※P< 0.005 ( 11 ) ムム Pι0.01( II ) 
平日の睡眠は B>C>Aで1年とほぼ同様である。生理は三者ほとんど変ら芯い。勉学
はA>C>BでAとB, C聞に 2時間もの差がある（0.5 %有意）。家事は B>C>Aで0.5
9多有意の差が認められた。社会的文化的は C>B>Aで各聞の差が大きい（0.5 予ち有意）。
収入はAとBにわずかに見られる。
休日の睡眠は B>A>Cで平日同僚の関係であるが，平均約 1時間20分増加している。
生理は三者間であまり変ら芯い。勉学はA, B, C共に約 2時間で平日より大巾に減少す
る（ 1 %有意）。家事は B>A> C (0.5%有意差）でA, Bでは平日より約 1時間も増加
する（ 1 %有意）が， Cでは10分位の増加でしかない。社会的文化的は C>A>Bで平日
より約 5時間も増加する（ 0.5%有意）。収入はAとBにみられ平日より増加している（ A 
で5予ぢ有意）。
図4は2年の平日と休日の時
聞を比較したグラフである。
休日で Bの社会的文化的時聞
がやや減少する以外は， 1年と
同様のことが言える。
次に平日について各平均値を
割合で出し 1年と 2年を比較し
たものを図 5に示す。
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図4 2年の生活時間の比較
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睡眠は 1. 2年共に31%から34
%に，また生理は約10%に集中し
ている。勉学は 2年A> 1年A>
1年B> I年0>2年B= 2年C
で， 31%から 44%聞で差が大きく，
2年Aを除くと 1年の万が高い。
家事は 1年B=2年B>1年C>
2年C=l年A>2年Aで，全体
でB>C>Aの関係にたっている。
社会的文化的は 2年C>l年C>
2年B> I年 B> 2年A= l年A
で， 全体でC>B>Aの関係で，
いずれも 2年の方が高くたってい
る。収入は 1, 2年共lと非常に低い。以上から、平日の一日の生活時間では，勉学が最も
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図5 2年の割合 の比較 （平日 ）
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長い時聞を占め，次に睡眠，社会的文化的時間とたっている乙 とが分かった。
図 6 1 ・2年の割合の比較 （休日）休日について同様に比較したも
のが図 6である。陣眠は 1年 B= 雪6
2年B> l年A> Z年A> Z年C
50 
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年 Cで平日より全砂的Iと高くなる
が，中でも 1年Aが特iζ高く たっ
ている。社会的文化的は 1年C=
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> 2年Bで平日同様にCが高L、。平日と比較すると社会的文化的時聞が20%も増加し，勉
学時聞は約30%も減少する。
以上のように居住別学生の一日の生活時聞は， 平日，休日共に勉学時間と社会的文化的
時間の変動が著しいことが特徴的である。そ乙でこれらについて更に分析し， 2, 3項で
示す。
(3) 起床時間
1年と2年の起床時聞を度数分布に表わし表 4Iζ示す。
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1年の平日では， Aは6時から 7時59分l乙起床する者が92%,Bは7時から 8時59分が
76%, Cは6時から 6時59分が98%とピークを示す。寮生の数値は平日起床時聞が 6時30
分規則になっているため比較する乙とはできたいが、 A, B聞では 7時から 7時59分で5
%. 8時から 8時59分で 1%の高度の有意差が認められた。起床時間は通学距離との関係
が深いと考えられる。
時 間
時6'.0分0－時6：分59 
7.00 -7.59 
8.00 -8.59 
9.00 -9.59 
10.00 10.59 
11.00 11.59 
表 4 起床時間の度数分布
年 2 
平 白 休 日 平 日
自宅 下自炊生宿 寮生 通自学宅生 下自炊生宿 寮生 通自学生宅 下自炊宿生 寮 生通学生
34(40.0) 7( 18.4) 44(97 8) 3(7 3) 1(53) 3(18.7) 14(30.4) 2(9.5) 
淫－
4※4（※ 5) 7) ）：込5( 395) 0(0) 8(19 5) 3(15.8) 12(750) 
※ 
23(50.0) 5(216) 19(905) 
5(59) 盟包6.9) I (2 2) 21(512) 8(42.1) 1(63) 6(13.J) 11(48.7) 
2(2.4) 1(26) 4(98) 7(368) 2(43) 5(21.6) 
1(26) 2(4.9) 1(22) 1(4.3) 
3(7.3) 1( 4 3) 
85 38 
c\ ~o o) 
41 19 16 46 23 21 
(JOO O) IC JOO O) (100 O) ( 100. 0) (100 0) (100 O) ( 100. O) (JOO. O) 
※ Pく 0.05（平日休日間 t検） 6 Pく 005（自宅下宿閲 t検）
※※ Pく 0.01( , ）ムA Pく0.01( , ) 
人（%）
年
休 日
通自学宅生 E炊霊 寮 生
3(9.1) 
3(9.l) 3( 17.7) 1(1000) 
16(48.5) 3( 17 7) 
7(21.2) 7( 412) 
4( 12.1) 2( 11.7) 
2(1) 7) 
33 17 II 
(100.0) ( 100. 0) (100. 0) 
休日ではAで8時から8時59分が51%でピーク，次が 7時から 7時59分の 19.5%である。
Bでは 8時から 8時59分が42%で高く，次が9時から 9時59分の 36.8%である。 Cは7時
から 7時59分が75%とピークを示す。
平日と休日間で有意の差が認められたのは， Aの7時から 7時59分C5%), 8時から
8時59分 （ 1 % ）である。
2年の平日では， Aは7時から 7時59分が50%，次が 6時から 6時59分の 30.4%である。
Bは8時から 8時59分が49%でピーク， Cは7時から 7時59分が90%でピークを示す。 c
は9月に時間改正があり，平日は 7時l乙，休日は 7時30分lと変更されたため 1年とのズレ
が生じているのである。
休日では， Aは 8時から 8時59分の49%, Bは 9時から 9時59分の41%がピークで， C
は全員が 7時から 7時59分に起床している。Aの 7時から 7時59分の平日と休日聞に 5%
有意の差が認められた。全体に平日より約 1時間遅くなる。また Bの起床時聞は A, Cよ
り遅いと認められる。
(4) 就寝時間
1年 と2年の就寝時聞を度数分布に表わし表 5I乙示す。
1年の平日ではA, B, C共に23時から23時59分lと就寝する者が最も多 く， 次が24時か
ら24時59分となっている。Aはピーク時より早い時聞に多く分布し， Bでは遅い時聞に分
布し， Cでは ピー ク時を中心に早遅同様に分布している。
休日ではやや分布が小になるが，平日同僚23時から 23時 59分がピークとなっている。
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表5 就寝時間の度数分布
人（%）
I 年 2 年
時 間 平 日 休 日 平 日 休 日
通自学生宅 下自炊生宿 寮生 通自学生宅 下自炊宿生 寮生
自宅 下自炊宿生 寮生 通自学宅生 下自炊宿生 寮生通学生
時分時．分
18.00-18 59 1 (2.6) 
19.0（｝ー19.59 I ( 1.2) I (2 2) 
20.00 20.59 2 ( 2.4) I (2.4) I (2.2) 
21.00-21.59 4 ( 4.7) 1 (2.2) 6(14.6) I (5.3) 3 ( 6 5) I ( 4 3) 1 (3.1) 
22.00-22.59 20(23.5) 3 (7.9) 4 (8.9) 9(220) 2( 105) 3(18.6) 6(13 I) I (4.3) 4(19.0〕 7(212〕3(17.7) 
23.00-23.59 27(31.7) 6(42.1) It7(37.8) r6( 39.o) 10(52.6) 9( 563) 14(30.4) 5( 218) 4( 19.0) 8(24.2) 7(41.2) 6(54.5) 
24.00-24.59 22(25.9) 2(31.6) 5(33.4) 5( 122) 4(21J) 2(12 5) 14〔30.4) 7(30.5) 5(23.8) 10(30.3) 3(17.6) I (9.1) 
1.00-1.59 7 (8. 2) 5 (13.2) 6(13.3) 4 (9.8) 2( ]05) 1 (6.3) 4 (8.7) 7(30.5) 6〔28.6〕 7(212) 3(176) 4(364) 
2.00-2.59 2 (2.4) I (2.2) 4 (87) I (4.8) 1 (5.9) 
3.0←3.59 1 (2.6) I (6.3) I (4.3) 
4.()()-4.59 I (4.8) 
5.00-5.59 1 (4 3) I 
計 85 38 45 41 19 16 46 23 21 33 17 cno.o) (100.0) (100.0) ( 100.0) (100.0) (100.0) ( 100.0) ( 100.0) (100.0) (1000) (100.0〕 (100.0) 
2年の平日では， Aは23時から23時59分， 24時から 24時59分がL、ずれも 30.4%でピー ク，
B は24時から24時59分， 1時から 1時59分がいずれも 30.5%でピークを示す。 Cは 1時か
ら1時59分が28.6%で高く，次が24時から 24時59分である。 1年よ りやや遅くなる傾向が
みられる。
休日では， Aは24時から24時59分， Bは23時から23時59分がピークを示す。 Cは23時か
ら23時59分が54.5%と高いが， 1時から 1時59分も 36.4%で割合に高L、。
就寝時間は 1• 2年共に平日，休日間，あるいは居住別聞に有意差は認められなかった
が，全体的に休日の万がやや時聞が早くなる傾向がみられる。
2. 勉学時間の分析
1年の勉学時間の分析結果を表 6，図 7le示す。時間内容は通学，授業，雑談・休憩，
自習，その他とした。
平日の通学はA>B>Cで0.5%の高い有意差があり， Aの通学時間の長きが勉学時聞を
長くしていることが認められる。授業は A, B, C共lζ約4時間30分である，雑談・休憩
は授業閣の休憩時間，昼休みなどであるが，これは B>A>CでA, Bで約 1時間， Cが
20分で1%の有意差が認められる。自習は C>B>AC1%有意）で，平均約 1時間30分
である。
休日では通学，授業，雑談・休憩が 0とえrり，自習とその他のみとなる。自習は C>B
>Aで平日と同様の関係である。
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表6 1年の勉学時間平均値と標準偏差
平 日 休 日
A 自 宅生B 下宿・C 寮生 A 自 生宅 B 下宿炊・C 寮 生
項 目 通学 自炊生 通学 自生
N-85 N-38 N-45 N-41 N-19 N-16 
M S.D M S D M S.D M S.D M S.D M S.D 
時．分 時．分 時．分時．分 時．分時．分 時分 時．分 時分 時．分 時．分時．分
※※※ 
通 学 2.40 50 I. 14 48 .17 11 。 。 。 。 。 。
授 業 4.32 I.! I 4. 41 I. 13 4.37 1.30 。 。 。 。 。 。
※※ 
雑談・休憩 58 .47 I. 02 50 . 21 31 。 。 。 。 。 。
※※ 
自 習 1.12 1.00 I. 24 I. 09 2.01 1.18 1.22 1.08 J.26 1.21 I. 39 1.22 
その他 31 35 21 22 . 32 .44 10 14 .06 07 12 31 
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平日，休日共に勉学時間はCが最 も多く， Aが最少であると分析された。
次に 2年の勉学時間の分析結果を表7および図 8に示す。
平日の通学はA>B>Cで0.5%の高い有意差が認められる。Aは 1年より更に20分長く
なっているが， Bでは 1年より 20分減少している。授業時聞は 3時間40分前後でA,B, 
Cの差は少なし、。雑談・休憩は A> B>Cで0.5%の有意差がある。1年よりいずれも減少
しているが， これは授業時聞が 1年 より短かいためと考えられる。自習は C>A>Bで 1
年より 1時間前後長くなっている。
休日では，自習時聞は B>A>Cであるが差は少ない。 1年と比較して， 2年の万がA,
B, Cいずれも長く なっている。
表7 2年の勉学時間平均値と標準偏差
平 日 休 日
A 自 生宅 B 下自炊宿生・C 寮生 A 自 宅生B 下宿炊・C 寮 生項 日 通学 通学 自 生
N-46 N-23 N-21 C -33 N-17 N-11 
M S.D M S D M S.D M S.D M S.D M S.D 
時．分時分 時．分時．分 時．分時．分 時分時．分 時．分 時分 時．分時．分
※※※ 
通 学 3.00 52 .52 46 16 13 。 。 。 。 。 。
授 業 3.45 .45 3.35 I. 23 3.56 43 。 。 。 。 。 。
※量軽量高
雑談・休憩 47 41 24 39 14 26 。 。 。 。 。 。
自 習 2.27 1.42 2.15 1.27 2. 38 1.23 I. 56 1.40 1.58 1.19 1.41 I. 37 
その他 35 30 .18 14 29 35 .06 .08 04 .06 01 04 
※調医療 Pく0.005 ( AB C間F検）
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3. 社会的文化的時間の分析
社会的文化的時間の内容は， 学生の行為に多く 見られる雑談・休憩，テレビ・ラジオ，
表8 1年の社会的文化的時間平均値と標準偏差
平 日 休
A 自宅 B 下自炊宿生・ C 寮生 A 通自学生宅項 自 通学生
N-85 N-38 N-45 N-41 
M S.D M S.D M S.D M S.D 
時分時．分 時．分時．分 時．分 時．分
※※※ 
雑談・休憩 22 25 58 I. 08 3. 00 I. 52 
テレビ・ ※※ 
ラジオ 26 1.06 50 I. 12 05 17 
読書・新聞 22 42 38 46 39 _43 
父 際 05 05 15 I. 01 。。
ショッピンゲ 17 35 14 42 08 . 34
その他 54 1.22 44 54 I. 28 2.13 
※※ Fく0.01 ( AB C閲F検）
※※※ Fく0.005 ( ) 
時．分時分
※※※ 
I. 07 1.05 
※※※ 
2. 24 I. 27 
34 52 
。。
51 1.19 
2. 42 3.JJ 
B 下自宿
炊生
N-17 
M s.D 
時．分時．分
2.18 I. "51 
I. 26 1.16 
32 57 
34 I. 45 
I. 34 I.06 
2.38 2.00 
日
C 寮生
N-11 
M S.D 
時．分時．分
4. 09 2. 02 
23 . 24 
45 46 
02 . 07 
I. 42 2. 06 
3.21 2.48 
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読書・新聞，交際，ショッピングの 5項目を設定し，その他の行為時聞をその他とした。
1年の社会的文化的時閣の分析結果を表8および図 9K示す。
平日の雑談・休憩はC> B > A ( 0.5必有意差 ）で， Cが特に長いことが認められる。
テレビ・ラジオはA>B>Cで Hちの高い有意差がある。読書・新聞はC>B>Aで20 
分から 40分の長さである。交際， ショッピングは短時間である。
休日では雑談・休憩は C>B>Aで0.5必の有意差がある。テレビ ・ラジオはA>B>
Cで差が大 （0. 5 %有意 ）で，いずれも平日より長くなっている。読書・新聞は C>A>
Bで平日より長いのはAとCである。交際はBで平日よりやや長くなる。ショッピングは
C>B>Aで平日より Aで30分， B, Cで1時間以上 も増加する。その他の時間は休日
でA, B, C共l乙非常に増加しているが，これは休日の行為の拡大を示していると考えら
れる。
表9 2年の社会的文化的時間平均値と標準偏差
平 日 休
A 自宅 B 下宿・ C 寮生 A 自 宅生 B 下宿・
項 目 通学生 自炊生 通学 自炊生
N-46 N-23 N-21 N-33 N-17 
M S.D M S.D M S. D M S.D M iS. D 
時分時ー分 時．分時．分 時．分時．分 時．分時．分 時．分 時．分
※※※ ※※ 
雑談休憩 36 .49 1.14 I. 04 2.32 I. 19 I. 02 51 1.46 1.38 
テレピ ※※※ ※※※ 
ラジオ I. 53 1.12 I. 45 I. 49 37 51 3.17 I. 37 2.27 1.45 
※ 
読書・新聞 17 .27 26 40 43 41 45 54 52 .54 
父 際 。。01 06 06 26 20 1.04 .os .32 
ンョッぜンゲ 08 .22 28 I. 25 46 L 27 I. 08 I. 51 1.12 2.20 
習量 ※※※ 
その他 21 34 38 I. 07 I. 00 I. 16 1.54 2.26 1.01 1.56 
※ Pく O05 ( AB C問F検）
※※ Pく0.Ql ( H ) 
※※※ P－＜二 0.005 ( " ) 
日
C 寮生
N-11 
M , S.D 
時．分時．分
2. 31 1.43 
18 31 
包 1.06
33 !.16 
59 I.~ 
5. 33 2.16 
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2年の社会的文化的時聞の分析を表 9および図 10 iζ示す。
平日では雑談・休憩がC>B>Aで0.5 予ぢの高い有意差が認められる。 Cは1年同様に
非常lζ長L、。テレビ・ラ ジオはA>B>Cで 1年よりいずれも増加している。乙れはテレ
ビやラジオの所有者が 1年より 2年の万l乙多くなるためで， Bの増加が大きいのはその傾
向がBI乙強く現われているためと考えられる。読書・新聞はC>B>Aで5%の有意差が
ある。 Cは1年と同様であるが， A, Bでは 1年より減少している。交際は非常に少ない。
ショッピングは C>B>Aで 5タ多の有意差が認められる。 Cは 1年より非常に増加してい
る。
休日では雑談・休憩はC>B>A(1%有意）で，平均値は 1年より減少している。テ
レビ・ラジオはA>B>Cの関係で 0.5 %の高い有意差が認められる。平日同様に 1年よ
りBは増加が大である。読書 ・新聞は B=C>Aで 1年よりやや増加している。ショ ッピ
ングはB>A>Cで，いずれも 1年よ り減少している。その他はA, Bで1時間， Cでは
5時間 33分もある。その他の時聞の内容は，趣味，散歩，スポーッ，手紙書き， 電話，
レコード鑑償，映画，日記ぽど多様な生活行為が含まれているが，今後もっと細かく分析
する必要があると考える。
W ま と め
①本学服飾美術科学生の一日の生活時聞は，平日で睡眠時間と勉学時聞が各主社会
的文化的時間と生理，家事，収入時間を含めて残る1の時聞を占めている。またふ日には
3 
睡眠と社会的文化的時聞が各40%を占め， 残 りを勉学， 生理，家事，収入時聞が占めてい
る。対象者の年令は 18才から 19才に該当するが， 本調査結果を年令別の国民生活時間
調査ら16才から19才と比較すると，睡眠時間と生理時間はほぼ類似の値であるが，勉学時
聞は本調査の方が非常に長く表われている。ここに短大生の生活時間の特殊性が明確に出
ていると言うことができる。
＠ 睡眠時間， 生理時聞は自宅通学生，下宿・自炊生， 寮生の三者lζ大きな差はとfい。
③ 勉学時聞は通学時聞の長さによ って異なる。 最も通学時間のかかる自宅通学生が長
く，次が下宿・自炊生，寮生の順となり 大きとf差が生じている。しかし実質的に自習時閣
の一番持てるのは寮生で，次が下宿 ・自炊生である。また通学時聞は起床時聞にも影響を
及ほし， 自宅通学生の起床を早めている。
④ 家事時間の長さは下宿・自炊生，寮生，自宅通学生のj闘であるが，休日には自宅通
学生の時聞は増加している。自宅通学生は平日には通学時聞が長く かかり，洗濯や自室の
掃除ぽどが十分行なえぽいので， 休日にこれらを行えよっている者が多いためと恩われ，こ
こにも通学時間の影響が認められる。
⑤ 社会的文化的時間の長さは，寮生，下宿 ・自炊生，自宅通学生の順とと£っている。
31 
特l乙雑談・休憩は平日でも多いが，休日では一層多くとEっている。ラジオ・テレビの視聴
は自宅通学生，下宿・自炊生，寮生の順である。 2年にとEると下宿・自炊生i乙ラ ジオやテ
レビを所有する者が多くなり，乙の時聞の増加は多くあらわれている。全体的に寮生の社
会的文化的時聞は非常に多いが，この時閣の過Cし方が短大生活の充実にもつながってい
くと考えられる。また休日の社会的文化的時聞は多様な生活行為に渡っているので，今後
更に細かい分析が必要であると考える。
本学学生はここ 2年程の聞に比較的大学に近い地区に下宿や自炊する者が増加し，学生
の居住地分布が変化して来たが， 本調査の結果，服飾美術科学生の居住状態と生活時間の
関連を捉える ζ とができた。一般的に自宅通学生は一番余暇が少とよく，寮生は最も多L、。
また下宿・自炊生はその中庸であると言える。また，平日と休日の時間構造は非常に異な
っている。これらの生活時間構造の特徴は他の生活構造面の要件にもなると思われるので，
更に対象者を広く調査し，学生の生活実態を把握していきたい。
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